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21世紀の共生社会の創造は、人間福祉から始まる

中部学院大学大学院
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人間福祉学研究科について

研究科長   藤岡　孝志

ごあいさつ

●アドミッションポリシー　「入学者受け入れの方針」

　本学大学院は、2001年度に、修士課程が設置され、多くの実践的研究者及び研究のできる実践者を輩出してきました。
また、さらに、博士課程（後期）が2003年度に設置され、これまで多様な研究領域を牽引する研究者を育成してきました。
　本学大学院の特徴は、「人間福祉学」を学位修得の中核に据えていることです。社会福祉学をその基盤におきつつ、
その学問体系を受け継ぎながら、人間を中核に据えた人間福祉学の学問構築に大きな特徴があります。人々にとって
の「幸せ」とは何でしょうか。将来にわたって不安なく暮らせる仕組みは果たしてどのように実現していくのでしょうか。
人々の日々の生活の中にある「つらさ・きつさ」にしっかり向き合い、その中で見えてくる解決の方向性(希望や光)を学
問として構築していく。このような人間福祉学研究者の育成が本学大学院の使命であると考えています。
　人々の生活と一人ひとりの生涯発達に眼差しを向け、社会との関わりのなかで生み出される人々の苦しみや悲しみ、
つらさに丁寧に寄り添い、その中からこそ導き出される様々な課題や問題意識に対して、修得した科学的方法論をもっ
て真摯に向き合っていくことができる研究者の養成を目指しています。多くの研究者志望の方々が本学大学院に集い、
実践現場における課題について、そしてそれに向き合う研究について大いに語り合い、互いに研鑽しあえる場が、皆さ
んと共に構築できることを心から願っています。

　修士課程では、研究者としての基礎的能力と専門知識を身に付け、博士課程に進学する
人材を養成するとともに、福祉分野において理論と実践および創造力との調和のとれた高
度な専門職業人の養成を行い、社会的要請に応えることのできる人材育成をめざします。
　さらに、修士課程の特色として、次の点が挙げられます。
1）一般人試の他に、社会人入試および本学の学部からの進学希望者には、学内選抜入試
の制度を設けています。
2）社会人に対しては、門戸を広く開き、社会人入試制度を用意しています。社会人の学び
やすい条件を考慮して、カリキュラムの時間割を昼夜開講に拡充し、講義の開講場所も科
目によっては岐阜駅からの交通を考慮した各務原キャンパスに設けるなど、学びやすい環
境を整えています。また、同額の授業料で3年かけて修学できる制度及び特に優れた研究
業績を上げた場合には、1年以上在学すれば修了できる制度を用意しています。
3）本学研究科では、時代の要請に応えうる人材養成をめざします。また、諸科学の連携と
協働を含む学際的かつ総合的アプローチの必要性から、社会福祉系学部の卒業生を対象
にするだけでなく、他分野からの卒業生を積極的に受け入れています。そのために、人間福
祉学部の聴講を可能にし、基礎科目を重視しています。その上で、人間福祉学特講科目を選
べるようにしています。

1.社会福祉学やその近接領域に関する基礎的な知識を持ち、現代社会におけ   
る社会福祉を取り巻く問題・課題に対して、専門的な思考力・実践力、応用力を
身に付けることに対し、強い意欲を持った人。

2.福祉、教育、行政、保健、医療等の実践現場で得た経験、知識、技術から社会福
祉及び関係領域の理論、実践等の専門知識と技術を、より一層深めることに
対し、強い意欲を持った人。

　社会福祉学やその近接領域に関する専門的な知識を持ち、現代社会におけ
る社会福祉が抱える問題点に対する自立した研究力と、研究・教育場面や実践現
場における問題対応力・指導力を身に付けることに対し、強い意欲を持った人。

　博士課程（後期）においては、修士
課程において培った研究能力を基礎
として、専門的な研究指導によって
学識と識見を深め、人間福祉学の専
門研究者として自立して研究を進め
ることができる能力を養います。そ
して、将来において人間福祉学研究・
教育の中心的担い手となることが期
待できる人材を育成するとともに、
人間福祉の現場において人間福祉
学を基礎とする高度な研究・開発能
力、指導力を備えた専門家として、関
連諸領域の専門職者と協働して活
躍できる人材の養成をめざしていま
す。なお、「特に優れた研究業績を上
げた者の在籍期間は、博士課程に１
年以上在学すれば足りるものとす
る」という制度も用意しています。

修士課程

多様な学生

博士課程（後期）

　本研究科の入試は、一般入試、社会人入試、学内
選抜入試など多様なために、学部卒業直後の人、
社会人として様々な職業を経験してきた人、社会人
で本学通信教育課程を卒業した人、専業主婦など
が在籍しています。年齢も20歳代から70歳代と
様々です。また、海外からの留学生もいます。
　多様な学歴と豊かな経験を持つ院生が、それぞ
れの意欲、能力、知識など長所を生かし、研究交流
を通して切磋琢磨すれば、有意義な学習・研究の展
開が可能です。

！
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修士課程

●ディプロマポリシー　「学位授与の方針」

　建学の精神のもとに、所定の単位を修得し、かつ研究指導を受けた上で修士論文を提出
し、修士論文審査および最終試験に合格した者に修士（人間福祉学）の学位を授与します。
　本課程の修了生は、現代社会における社会福祉を取り巻く問題・課題について、実践者・
研究者として、専門的な思考力・実践力、応用力を身に付けた人、また社会福祉及び関係
領域の理論、実践等の専門知識と技術を深めた人です。

修士課程

　建学の精神のもとに、所定の単位を修得し、かつ研究指導を受けた上で課程博士論文を提
出し、課程博士論文審査および最終試験に合格した者に博士（人間福祉）の学位を授与します。
　本課程の修了生は、現代社会における社会福祉を取り巻く問題・課題について、自立して研
究できる能力を身に付けた人です。また、研究・教育職としてあるいは実践現場の指導者とし
て、問題対応力・指導力を身に付けた人です。

博士課程（後期）

博士課程（後期）

　施設等で育った若者の自立支援に関し原則18歳となっていた年齢要件が弾力化され、年
齢ではなくニーズによって判断する方針に変わりました。しかし、これまでも従来の措置延長や
社会的養護自立支援事業等の活用により22歳まで社会的に養育を受けることができました
が、2024年子ども家庭庁の報告では高等学校卒業者へ措置延長を行ったのは僅か23.4%
でした。また、社会的養護下で生活した児童の高等学校卒業後の進路において大学等への
進学は38.9%でしたが、全国高等学校卒業者は77.2%であり、社会的養護下児童の大学等
進学は全高卒者の2分の1程度となっています（子ども家庭庁2024）。このような現状から、児
童養護施設における18歳成人の自立支援の役割の再検討が急務であると考えました。以上
を踏まえて本研究では、社会的養護下から進学して入所継続している若者へのインタビュー調
査を通して18歳成人の自立支援の実態を捉え、18歳成人の入所支援継続の可能性を検証
することを目的としました。18歳成人の自立支援の１つとして、大学に進学した18歳成人の大
学卒業実現のための学業継続と生活支援を、児童養護施設での入所支援の形態で可能に
することを目指しています。

研究内容

 私は、大学教員として仕事をしながら大学院博士課程で研究に取り組ませていただきました。指導教員の先生とは、Zoomを活用しながら都合に合わ
せてオンラインで指導していただいたり、直接お会いしてご指導いただきました。特に、先生が私の研究に対して示してくださったご関心と熱意は、私にと
って非常に励みになりました。また、度重なるご指導やフィードバックを通じて学術的に成長し、学位取得につなげることができたと感じております。研究
中間報告会では、大学院内の様々な専門分野の先生方からもご助言を受けることができ、たくさんの刺激を受けました。先生方から学んだ知識と経験
を、今後の研究活動やキャリアにおいて大いに活かしていきたいと思います。

大
学
院
で
の
学
び

　子育ての不安や葛藤が、不適切な養育につながることを背景に、保育所における子育て支援
等の役割が、今後も必要とされていくと考えます。しかし、保育士の早期離職や人手不足、不適切
保育がメディアで取り上げられるなど、保育の質の低下が危惧されています。不適切な保育に繋
がる要因について先行研究では、職員間の連携不足や管理責任放棄等が示唆されており、組織
で保育士を支援することが重要である。と、指摘されています。子どもへの支援に関連し、バーンア
ウト・共感疲労対策や研究も進められてきた支援者支援養育論（藤岡2020）のなかでは、「支援者
への支援が、支援者の安定性をもたらし、そのことが、安定した支援の質を保持する」とし、支援者
に支援のまなざしを向けていくことの重要性が強調されています。一方、保育士自身の子育て経験
が保育所に通所する子どもや保護者にポジティブな影響を与えていることが分かっています。この
ように1つの役割経験が別の役割の質を高めていることはワーク・ファミリー・エンリッチメントといわ
れており、サポート体制の強化やマネジメント上の工夫の重要性が示唆されています。そこで、修士
論文では、保育所保育士における支援者支援およびワーク・ライフ・エンリッチメントに着目し、組織
体制のあり方について検討することで保育の質の向上の一助に繋げていきたいと考えています。

研究内容

　本大学院は働きながら研究されている方が多く、夜間で行われるZoom授業がほとんどです。現在、保育所保育士として働きながら、保育所と小学校に
通う子ども達の育児をしておりますが、これまで研究を続けられることができたのは、家族や職場、保育所や小学校の先生方、自身の子育て事情を汲んで柔
軟に対応してくださる先生方やゼミ等の院生の皆様、職員方の支えであり、まさに「今」支援者支援を実感しております。途中、諦めてしまいそうな時、いつも
誰かの存在が支えてくれていました。誰かの存在は、オムニバス授業や大学院交流会、ゼミ合宿等を通じて他分野の先生方、修士・博士課程の院生の皆
様との交流する環境がある所以だと感じています。これまでの経験と、これからの研究が、社会に少しでも貢献できるように、引き続き精進してまいります。

大
学
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で
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　私は、急性期病院で理学療法士として勤務しており、専門領域は「循環器疾患」に携わって
います。心臓は「１日約10万回」、収縮と拡張を繰り返し全身に血液を送る重要な役割を担っ
ており、心臓の正常な機能を維持するためには、心臓を取り巻く「冠動脈」とその先にある非常
に細い「冠動脈微小血管」がエネルギーを供給し、心臓の働きをサポートして動いています。
近年、冠動脈微小血管の異常により、胸痛などの症状を訴えられる患者様が存在することが
明らかになりました。この患者様に対する治療介入の1つとして、「運動療法」が有効であると報
告されておりますが、十分なエビデンスが構築されていないのが現状です。その原因として、冠
動脈微小循環障害の臨床像が明確になっていないのが問題点として挙げられます。そのため、
本学にてこれらの問題点を解決するため前向き研究を行っております。この研究は、冠動脈微
小循環障害を呈する患者様の臨床像を明確にすることを目的に行っており、心臓機能に加え
て身体的・精神的など様々な臨床的特徴を把握して、冠動脈微小循環障害を抱える患者様の
問題点に対して、より適切な介入方法を立案するための基盤づくりに取り組んでおります。

研究内容

　私は、大学院に社会人枠として入学しました。日々の臨床で得た疑問を研究テーマに掲げて取り組んでいます。大学院では、その疑問を解決するた
めの方法や手段を一から学ぶことができます。また、社会人枠ですので、日中は仕事をしながら、曜日や時間帯を調整してもらい、リモート講義などで対応
していただけるのも魅力の一つだと思います。そして、研究を進める上で指導教員や同ゼミの皆さんとディスカッションする時間があり、研究に必要なプ
ロセルを学ぶことが出来ます。また、自身の研究内容をゼミ内や学会でアウトプットする機会も充実しています。大学院では、自分の考えに先生方の的
確なアドバイスを受けながら研究を進めることで、自分の考えが深まり、研究を通じて臨床スキルの向上も実感することができます。
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平松 喜代江　さん博士課程（後期）

坂本 友里江　さん修士課程

永井 敬志　さん修士課程

大学院での学び

2022年度
修了
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大学院担当教員の紹介

非常勤研究指導担当教員

研究内容・実績の詳細は下記のHPをご覧ください。

https://www.chubu-gu.ac.jp/ 大学院／人間福祉学研究科 担当教員
本学HP

認知機能と運動制御機能の密接な繋がりとその学習過程の視点から、運動機能回復を支援するリハビリテー
ションを目指す研究をしています。これまでは、高齢者の転倒予防に関する研究や自治体と協力したフィールド
調査から高齢者の健康維持増進のための効果的な方法について検討してきました。また新たな取り組みとし
て体性感覚機能を増強するための介入方法として、確率共鳴現象を利用した振動刺激の開発や認知機能の活
性化による介入方法について検討しています。正解のない問いに向き合っていく院生を希望します。

健康の維持・増進に向けた様々な身体活動の考案・構築・展開を目指し、スポーツ医科学・運動生理学の分野か
ら、個々の身体活動の生理学的特徴や効果を明らかにするための研究活動を行っている。特に運動以外の場
面で用いられている様々な手法を運動実施時に適用し、その効果の有無を検証している。

専門
分野

有川　一　（ありかわ　はじめ）

スポーツ医科学
運動生理学

公衆衛生看護活動の実践として、母子保健及び子育て支援、精神保健及び精神障害者の地域移行支援などを
実践してきた。そうした実践から、発達障害児の早期発見・早期支援に関して、市町村におけるシステムづくりや
保護者支援について、精神障害者の地域生活支援等について研究している。

専門
分野

植松　勝子　（うえまつ　かつこ）

公衆衛生看護学（母子保健分野・施策化）
精神保健福祉学（地域移行支援・定着支援）

超高齢社会と言われる現在、日本の未来が真っ暗であるかのような悲観論が横行している。実際は高齢者の7割
以上が「元気な高齢者」で体力、各種疾病受療率、平均余命、外見など、ほぼ全ての面で「若返り」か進行中なので
あるが、暗い面ばかりを強調する報道姿勢の影響で、これらの重大な事実が知らされていないのは誠に嘆かわし
いと思いながら研究活動を続けている。

専門
分野

大森　正英　（おおもり　まさひで）

公衆衛生学、栄養生理学
音楽療法

スポーツ心理学と臨床心理学が重なる領域に関心があり、「こころとからだ」をキーワードに、主に相談事例を通じ
て、実践と研究を行ってきた。アスリートの心理支援の理論と方法、アスリートの生きる世界の心理学的特異性、
身体症状や身体表現の深層心理学的な意味、などについて、主として心理力動的立場から探求を続けている。

鈴木　壯　（すずき　まさし）

専門
分野

スポーツ心理学
臨床心理学

社会福祉基礎構造改革以降、社会福祉のサービスはより一般的になったといえる。しかし、そのサービスを
提供するための財源には大きな課題がある。また、社会福祉サービスにも「経営」の視点が入り、サービス提
供によって利潤を得ることがあたりまえになってきている。この状況の中で、社会福祉とは何なのかを整理
し、「人間福祉」とはどのような状況を実現することなのかを提起していくことが必要であると考えている。

大藪　元康　（おおやぶ　もとやす）

専門
分野

社会福祉学　特に
「社会福祉財政」「社会福祉計画」

知的障害に関する教育実践・臨床や教育心理学的研究からスタートし、脳活動の電気生理学的研究を長年継続
し、結果的に境界領域的研究の範ちゅうになるが、発達・加齢の生理心理学・精神生理学的研究を重視している。
研究対象は視覚、聴覚、知的、重症心身、発達の各障がいや認知症など多様であるが、発達科学や障がい科学
をフィールドとしている。

堅田　明義　（かただ　あきよし）

専門
分野

心理学、神経生理学、
障がい科学

宗教と臨床心理学に跨る領域を実践的に研究しています。これまで取り組んできたテーマは、「カルト組織」か
らの脱会支援や予防に関するものです。キリスト教界の課題にも取り組んでいます。長年の「いのちの電話」の
役員や委員の経験から、「自死（自殺）予防」についても実践的に取り組んでいます。「死の教育」にも大きな関
心を持っています。

専門
分野

高木　総平　（たかき　そうへい）

宗教心理学
臨床心理学

ヒトの子どもと、チンパンジーやオランウータンなどの大型類人猿の認知発達について、物操作を共通の尺度と
した種間比較の視点から研究してきた。ヒトの言語につながる操作の階層性の分析や、野生大型類人猿を含む道
具使用行動の発達研究に加えて、障がいをもったチンパンジーを対象とした研究や、認知発達の基盤となる母子
関係についても研究している。

専門
分野

林　美里　（はやし　みさと）

比較認知発達

地域福祉の研究領域は幅広いが、その中核は、地域生活課題の解決と予防をめざす、住民や当事者が主体とな
る地域福祉実践及び福祉コミュニティ形成と地域づくりだと捉えています。前職（全国社会福祉協議会）の実務
経験をいかし、社協活動、民生・児童委員活動、地域福祉・包括的支援の施策と地域福祉計画、災害ソーシャルワ
ーク、住民福祉活動、方法（コミュニティワーク等）などについて、実践との関わりを心がけ、探求しています。

佐甲　学　（さこう　まなぶ）

専門
分野 地域福祉論

医療と介護の実践現場の経験を踏まえ、高齢者介護および認知症ケアについて関心を持ち探求している。介
護実践の現状、他職種との関係性、介護保険、地域共生等についても理解を深め、利用者ニーズに応えるため
のケアについて検討している。

専門
分野

名倉　弘美　（なぐら　ひろみ）

介護福祉

千鳥　司浩　（ちどり　かずひろ）

専門
分野

予防理学療法学
神経理学療法学

医療・福祉現場における職業の継続と離職予防対策について研究している。職場風土、協同的な人間関係、職
場研修に着目し、豊かな生活を送りながら働き続けるための要因を探求する。また、職業特化型の自己効力感
向上が職業継続に与える影響にも注目している。実践的な視点を重視し、現場と連携して持続可能な医療・福
祉の職場環境の構築に貢献することを目指す。

野田　明敬　（のだ　あきのり）

専門
分野

社会福祉学
教育ファシリテーション　看護学

地域保健活動を通して、健康増進や疾病予防の看護実践研究を行っている。地域で暮らす人々の、生まれて死に
至るまで、より健康な生活の営みに貢献できる看護を模索している。対象者と家族を視野に入れ、看護介入とそ
の効果を見出すものである。高齢者の健康生活習慣と活動能力、中高年健康づくり活動の評価、在宅高齢者の看
取りと家族ケア、地域の発達障がい児のケアシステム、認知症高齢者の見守りネットワーク等に取り組んできた。

宮田　延子　（みやた　のぶこ）

専門
分野

公衆衛生看護学
家族看護、地域保健活動

子ども虐待、不登校、いじめ、発達障害、非行、国際比較と多様な領域を通して、子ども家庭福祉について考え、実
践をしてきた。また、共感疲労、心的外傷後成長、感情労働、バーンアウト等、支援者への支援についても実践と研
究を行なってきた。子ども(親)支援の安定した質の保持のためには、支援者自身が傷つき等から回復し、安定した
存在性を保つことが求められている。これらを踏まえた支援者支援学の構築に取り組んでいる。

専門
分野

藤岡　孝志　（ふじおか　たかし）

子ども家庭福祉学
支援者支援学

近年、より効果的なリハビリテーション方法の開発やエビデンスの構築が求められています。そこで、運動生理学的
な視点に基づき、若年者や高齢者の生理機能（体組成・身体活動量・呼吸循環反応・酸素摂取量など）を測定・分析し、
サルコペニアやフレイルの予防、リハビリテーション技術の効果検証に関する「基礎研究」を行います。そして，呼吸
器や循環器に障害を抱えている方を対象としたリハビリテーション方法の開発に関する「臨床研究」も行います。

専門
分野

三川　浩太郎　（みかわ　こうたろう）

運動生理学
呼吸・心臓リハビリテーション
サルコペニア

「『人間らしさ』に着目した重度障がい児の全人的発達評価の開発」をテーマに、行動学的・生理学的手法によ
る発達のプロファイルに取り組む。また、障がいのある人たちの存在こそが他者の思考や価値観の変革を支
えると考え、人類学的手法を導入し、障がいのある人たちの表出・表現（＝アート）を通した社会実験に取り組
んでいる。「障がい児・者の研究」ではなく、「障がい児・者と研究する」ことを重視する。

水野　友有　（みずの　ゆう）

専門
分野

発達心理学、赤ちゃん学、
特別支援教育

人間関係に興味があり、社会的促進という最も基礎的な対人関係の実験的研究をしてきた。その後、人前であ
がってしまう、緊張して実力が出せない等の機序に関心を広げる一方、学校場面での人間関係の調査研究を行
ってきた。現在は幼稚園を含めた学校現場での発達障がい児の支援にも手を広げている。

専門
分野

宮本　正一　（みやもと　まさかず）

心理学
教育心理学

「認知症や障がいのある方にも介護職にも “心地よい環境づくり” 」を目指して、研究をしている。これまでに、
「介護職の職業性ストレス」や「認知症高齢者等への各種セラピーの効果」、「介護福祉士養成教育」に関する実
践研究に取組んだ。現在は、「介護支援機器・福祉用具の開発・導入」、「介護職員による高齢者虐待防止および
ケアハラスメント防止」に向けての研究を、企業や介護事業所の協力のもとに実施している。

専門
分野

横山　さつき　（よこやま　さつき）

小山　晶子（おやま　あきこ）　別府　悦子（べっぷ　えつこ）　壬生　尚美（みぶ　なおみ）

介護福祉
産業保健

福祉社会とは「誰もが生まれてきて良かった」と思える社会だ。そうした社会を創造していくことを福祉社会デ
ザインという。その手法と学問として、私は「ソーシャルワーク」に価値をおき、「ソーシャルワーカーの実践力」
に着目する。市民から「期待される」社会の有り様、それを支える人材の養成・教育・開発を、2035年を念頭に
置き考えている。

専門
分野

宮嶋　淳　（みやじま　じゅん）

福祉社会デザイン研究、
ソーシャルワーク、福祉人材開発

現代アソシエ―ション論を理論的基軸に、現代福祉国家と市民社会間の関係の変化を分析している。その際に
とくにアソシエーションに備わっているサービスと「声」の機能的相違に着目している。近年では、スウェーデン
をフィールドに、各種の労働統合型社会的企業や障害者団体、高齢者団体、移民保護団体などと、関連する政
府・自治体関係者にインタビューを試み、福祉大国の社会保障・社会福祉政策をめぐるガバナンスに生じている
変化を把握しようと努めている。

福地　潮人　（ふくち　しおと）

専門
分野

比較福祉社会論、政治社会学
社会保障論、市民社会論

高次脳機能障害の診断・評価・治療、および、その基礎となる大脳皮質連合野の機能、認知症の予防・早期発見・評
価・ケア、方向転換時のバランス制御と転倒予防、日本および東アジアにおける終末期ケア、脳の発達と進化、色
覚の進化、瞑想・音楽活動・音楽療法における脳活動の研究などに取り組んでいる。

専門
分野

三上　章允　（みかみ　あきちか）

脳生理学
脳神経科学

非常勤講師 「量的・質的データ解析（統計解析含む）」

講義担当　：　大矢　正則　（おおや　まさのり）
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サポート体制
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学生のニーズや生活スタイルに合わせて
柔軟に学びをサポートします。
　例.　一部の科目を土・日曜に開講等

科目名・科目区分

合　計

特別研究指導ⅠA
特別研究指導ⅠB
特別研究指導ⅡA
特別研究指導ⅡB

人間福祉学研究ⅠA
人間福祉学研究ⅠB
人間福祉学研究ⅡA
人間福祉学研究ⅡB

人間福祉学特講ⅠA～ⅠH
人間福祉学特講ⅡA～ⅡH

人間福祉学総合研究
単位数
2単位

12単位

2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
30単位

履修方法
必修

科目名・科目区分 単位数 履修方法

人間福祉学特殊研究ⅡA 2単位 必修

人間福祉学特殊研究ⅢA
人間福祉学特殊研究ⅡB

人間福祉学特殊研究ⅢB
2単位
2単位

2単位
合　計 16単位

必修

人間福祉学特殊研究ⅠA 2単位 必修
人間福祉学特殊研究ⅠB 2単位 必修

人間福祉学特殊講義A 2単位 必修
人間福祉学特殊講義B 2単位 必修

必修

必修

必修
必修
必修
必修
必修
必修
必修
必修

特講科目16科目32単位から
　12単位以上修得する

修士課程
　修士課程の修了に必要な単位数は、必修科目
18単位、人間福祉学特講科目から12単位以上、
合計30単位以上です。
　修士（人間福祉学）の学位取得には、2年以上在
学し、上記の修了要件単位の修得を行い、さらに
必要な研究指導を受けた上で、修士学位申請論
文を提出し、論文審査及び最終試験に合格するこ
とが必要です。

　本学はセメスター制を採用しており、4－9月が前期、10－3月が後期です。授業の1コマは90分で、講義、演習とも半期2単位、通年4単位です。
　毎週の授業のほか、隔週での授業や集中講義、あるいは、それらの組み合わせにより授業を行うこともあります。また、大学院設置基準第14条に
定める教育方法の特例を実施し、昼夜の時間において授業又は研究指導を行うことにより、大学院での履修がしやすくなるよう配慮しています。

博士課程（後期）
　博士課程の修了に必要な単位数は、合計16単位です。コースワーク科
目を1年次に2科目（4単位）、リサーチワーク科目を各学年2科目（4単
位）取得します。
　博士（人間福祉学）の学位取得には、原則として3年以上在学し、上記の
修了要件単位の取得を行い、かつ必要な研究指導を受けた上で、博士学
位申請論文を提出し、予備審査及び本審査に合格することが必要です。

科目ピックアップ

世界経済のグローバル化、そして社会の深刻な少子高齢化が進む今日、既存の先進福祉国家は大きな転換期を迎えてい
る。本講義ではそのような現代福祉国家の現状と変化を国際比較の観点から捉え、その今後について展望する。手順とし
ては、まず70年代以降の現代福祉国家の変容について把握した上で、この変容にあわせて福祉国家論がどのように変化
してきたのか検討する。次に福祉国家レジーム論について簡単に触れた上で、各レジームを代表する国々の社会福祉・社
会保障政策の特徴と近年の変化について把握する。比較福祉の視点や、福祉国家の史的変遷、各福祉国家類型の特徴に
ついて理解し、これらについて説明できることを目指す。

社会福祉学は、理論と実践の両輪で成り立っている。実践の中で見い出した問題や課題をどう研究の俎上にのせるのか。
この講義では、テーマの設定、問題の背景、問題の所在、研究目的、方法の設定、結果の整理、記述、考察と様々な研究テーマ
を題材にして掘り下げていく。社会福祉実践に関わる事項について、海外・日本の文献を通して理解を深めることを目指す。

これまでの「障害」に関する学びを振り返り、関連図書や論文から現代の「障害」の種類や程度について再確認する。さら
に、近年の研究論文を検索し、「障害」の種類別に選定した論文を輪読する。論文紹介のプレゼンテーションを中心に、人間
福祉学的の視点から障害児（者）支援について議論し、その課題やあり方について考察することを目的とする。人間福祉
学における障害児（者）支援のあり方について考えることを目指す。

社会福祉実践研究

国際福祉研究

障害児心理学・教育研究

人間福祉学特講ⅡA

人間福祉学特講ⅠF

人間福祉学特講ⅡG

支給額（月額）種　類

学費／年間

学外の奨学金制度

◇学力・家計基準、授業料後払い制度については、学生課までお問い合わせください。【TEL:0575-24-2214】

※1.　修士課程…社会人入試の出願資格は、入学時に3年以上の在職経験もしくは社会的経験を有する方。
※2.　博士課程…社会人入試の出願資格は、出願時に出願資格取得後、企業・学校・官公庁等に研究者、教員等として3年以上の職務経験を有する方。

留学生の学費援助については別途ございます。
入試広報課までお問い合わせください。【TEL:0575-24-2213】

入試区分

修
士（
A
日
程
）

修
士（
B
日
程
）

博　
　

士

学 内 選 抜

一 般

※1社　会　人

学 内 選 抜

一 　 　 般

※1社　会　人

学 内 選 抜

一 　 　 般

出願期間 試験日 合格発表日 手続締切日 試験会場 選考方法

9/1（月）～9/26（金） 10/4（土）10/10（金）

2/13（金） 2/20（金）

本　学

書類審査、小論文、専門科目、個人面接

書類審査、小論文、専門科目、英語、個人面接

書類審査、小論文、個人面接

書類審査、小論文、専門科目、個人面接

書類審査、小論文、専門科目、英語、個人面接

書類審査、小論文、個人面接

書類審査、小論文、個人面接

書類審査、小論文、英語、個人面接

書類審査、小論文、個人面接

10/20（月）

2/7（土）1/13（火）～1/28（水）

（関キャンパス）

社　会　人※2

種　類 内　容

大学院奨学金

本学独自の奨学金制度

◆対象者／経済的支援が必要で、学業優秀な方　◆給付額／250,000円　◆支給期間／1年間　※２年次以降は別途選考
◆申込方法／入学願書の応募欄に希望の有無を記入し、出願してください。無記入の場合は、奨学金の希望がないものとみなします。
◆選考方法／入学試験合格者の中から、奨学金を希望する方を対象に、全ての入試時に選考します。
◆結果の通知／選考結果は合格通知と併せて通知します。　◆奨学生の基本要件／学生募集要項を参照してください。
◆入学金免除／中部学院大学から中部学院大学大学院修士課程に入学する場合、又は中部学院大学大学院修士課程から中部学院大
学大学院博士課程に入学する場合の入学金は、全額を免除する。

○両キャンパス（関・各務原）でも開講
○長期履修制度（3年ないし4年に渡り計画的に
　授業を履修する制度）
○昼夜の時間において研究指導を実施

○授業形態は、対面を基本としながら、対面とオン
　ライン併用とします。
　自宅や職場からのオンライン受講が可能です。

日本学生支援機構奨学金「第一種」【貸与】無利子 修士50,000円・88,000円、博士80,000円・122,000円から選択

50,000円～150,000円から選択日本学生支援機構奨学金「第二種」【貸与】有利子

上記は2025年4月入学生を対象としたものです。若干の改定が行われることがあります。

200,000円 500,000円 100,000円 100,000円 20,000円 920,000円修士課程

200,000円 500,000円 100,000円 100,000円 － 900,000円博士課程

授業料 施設設備資金 教育充実費 演習費 合計入学金（入学時に１回）

●カリキュラムポリシー　「教育課程編成・実施の方針」

　社会福祉学及びその関係領域に関する高度な専門知識と見識、その技術を養うため、以下のとおり教育課程を編成します。
1.専門科目
　（1）幅広い知識を修めることをねらいとして、社会福祉学を基礎とする領域から周辺領域に関する科目を配置します。また、1年次前期には多彩な研究方法等につ      
　　　いて理解を深めるため、大学院構成教員によるオムニバス形式の科目を配置します。
　（2）論文講読を行い、研究手法や論文の構成を身につけるための科目を配置します。
2. 特別研究指導科目
　　入学時の研究計画書をもとに、綿密な研究計画の作成について指導をします。修士論文の完成に向け、研究内容に応じた個別的、専門的な指導を1年次から継続
　　的に行います。また、研究中間報告会を開催し、研究の進捗状況について確認を行います。指導教員のみならずその他の隣接領域の研究者から助言を行うことで、
　　論文の完成度の向上を目指し、個別指導の補強を行います。

修士課程

　自立して研究が進められる能力と実践現場での研究・開発・指導能力を養うために、各年次において専門的な研究指導をします。
本人が希望した教員を主担当として配置することを原則に、ミスマッチのない研究指導を開始します。副担当教員の配置により研究指導のみならず円滑な研究活動
に必要なサポートを行います。
　また、研究中間報告会を開催し、研究の進捗状況について確認を行います。指導教員のみならずその他の隣接領域の研究者から助言を行うことで、論文の完成度
の向上を目指し、個別指導の補強を行います。
　論文の審査過程には予備審査を設け、複数の教員による十分な審査と指導を行います。

博士課程（後期）


